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田
几ンヽ い出の一戦

六甲を卒業してはや38年。 在学中の

校長武宮隼人神父の蕉陶を強烈に受け

たあの 6 年間の青春時代は、 40年近く

経った今も私の体の中に脈々と生き続

けています。

私の六甲時代の部活の思い出となり

ますと、私は中学時代、器械体操部に

所属し、市の大会で団体優勝、個人 3

位、県大会では団体優勝など、六甲の

運動部としては極めて良好な成績を残

した事がよみがえります。 しかし決し

て私自身が熱心な部員ではなく、かつ

器械体操がボールゲー ムのように団体

競技でエキサイティングな面が強くな

いことにあきたらなく感じて、中 3 の

終わり頃から、サッカーを遊びでやり

始めました。 当時、私の尊敬する親友

の山田君（後にサッカ一部の主将）か

ら、お前も是非サッカーをやれと勧め

られ、何のためらいもなくサッカ一部

に入り、以後はすっかりサッカーの虫

となり、学業をおろそかにしてもサッ

カーにのめり込んだものでした。 自慢

ではあり ませんが、 当時は早く レギュ

ラー選手になるため 、 後に六甲のサッ

カ一部の監督になる同期の佃君より私

の方がはるかに練習熱心だったと思い

ます。 以上のような経緯で、六甲時代

は 3 年間のサッカ一部活動でしたが、
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今も充実感を も ってこの 3 年間のこと

を思い出す事が出来ます。

さて、この 3 年間の中で、最も印象

的でかつ中身の濃い対外試合の一つを

以下に紹介しましょう 。 かなり古い事

なので内容が独りよがりで少し記憶ち

がいがあるかも知れませんが御容赦願

しヽたしヽ。

時は昭和29年秋の県大会。 当時の六

甲サッカ一部はそれ程強いチームでは

なく、常に中の上ぐらいの成績をおさ

めていましたが、この秋の大会では

（当時は、高 3 の選手も出場可能だっ

た）、我々高 3 組、山田主将と私、そ

して高 2 組、茶屋、黒田が燃えており、

l 、 2 回戦を軽く突破、 ベスト 8 に勝



ち進みました。 この時代の兵庫県の強

豪チームは、伝統の神戸高校（旧ー中）

名門の関学高校、硬派の県立工業高校

に加え、当時の兵庫県のスーパースタ

一李選手のいる芦屋高校などがひしめ

いていました。 我々は準々決勝でこの

強豪芦屋高校と、西宮球技場第 2 グラ

ウンドで対戦しました 。 久し振りの

準々決勝進出で、先翡も何名か試合を

見に来られました。 当 日はあいにくキ

ーパーの長尾君 （？）が風邪で欠場と

なり、代理にキーパーの経験がほとん

どないX君（彼の名誉のために名をふ

せる）にやって もらうことになりまし

た。 フォワードには名ウイングの黒田

君、センターにエースの茶屋君（いず

れも 13期生）、そしてハーフバックに

主将で大黒柱の山田君（センター）と

私（ラ イト）という布陣で対戦 （他の

ポジションの人名は記憶が不確かでご

めんなさい） 。 特に山田君と私は高 3

で高校最後の大会であ っ た事もあり、

この試合には何としても勝ちたいとい

う執念に燃えていました。 試合が始ま

ると案の定、 芦屋高校はセンターフォ

ワードの李選手にボールを集め中央突

破をねら って来ました。 李選手のボー

ルさばきは見事なもので、まるでボー

ルが足とゴムヒモで結ばれているよう

に コン トロ ールされ、彼をマークする

のが大変でした。 しかし、山田君と私

が彼の動きを徹底的にマー ク し、彼に

ボ ールがわた らな いよ うに封 じ たた

め、彼自身がシュー トを放つ機会はほ

とんどあ り ませんで した。 ところが思

わぬ （或は予想していた） おとし穴が

待っていました。 それはうちのキーパ

ーがにわか仕立てであり（これは本人

の責任ではない） 、敵のイージーシュ

ートをハングルして、それがゴールイ

ンしてしま ったのです。 しかし、フォ

ワードが頑張り茶屋君がすぐ l 点を取

りかえし、 1 - 1 の同点に追いつきま

した。 その後前半は両チームとも l 点

ずつ加え、互角の形で前半 (2 -2) 

を終えました。

後半に入ると芦屋は李選手をセ ンタ

ーフ ォ ワードからハーフバックに下げ

も っばらリベロの形でチャンスメーカ

ーの役に徹しさせて来ました。 これで、

芦屋のボールを支配する機会が多くな

り、当方はも っぱら守勢に立たされ、

代理キーパーがヒ ヤリとする場面がふ

えて来ました。 そしてとうとうイ ージ

ー シュ ートを又もやキャ ッ チ出来ず、

3 点目を献上してしまいました。 これ

で我が方はガ ック リ 来て 、 タテ続けに

もう l 点とられ、とうと う 4 - 2 とな

って しまいました。

しかしここから六甲の逆襲が始ま っ

たのです。 山田主将と私は全員にまだ

まだチャンスはある、最後まであきら

めないで頑張ろうと激励 し ました 。 そ

れに応えて、 黒田、茶屋が発恋し、 茶

屋が中央か ら持ち込んでシュー ト を決

め、 1 点差につめよりま した。 この時

残り時間は 5 分位しかなかったと思い

ますが、試合は俄然盛り上がり、 当校

の応援団の声も一段と高くなり、選手

は大ハッ スル。 私も「あと 1 点取ろう」
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と 叫びながら猛反撃に出ました。 さす

がの芦屋高校チームも守勢一方に立た

され、我が方が押しに押 したゲーム展

開となりましたが、最後の 1 点がとれ

ず、ついに試合終了のホ イ ッスルが鳴

って しまいま した。

こんなに試合時間が短く感じられた

のはそれまでにない事で した。 あ あや

っ ばり念願のベスト 4 進出はダメだっ

たのかという惜しい思い と、 精一ばい

戦ったすがすがしい気分と、そしてこ

れで高校のサ ッ カ ー生活も終わっ たの

だなあという 一抹の淋しさが入り混 じ

った複雑な気持ちで試合終了の挨拶を

交わ しました。 試合を見に来て下さっ

た西沢先輩 (11期生）に「君達は、キ

ーパーが素人で、 芦屋によ く ここまで

善戦した」 とねぎらいの言葉をかけて

頂き、あ らためて、 今日 の一戦は最後

まで充実した、悔いのない戦いぶ り だ

ったのだな あと いう満足感をおぼえ ま

した。

私事ですが、 この 1 ヶ月後の集団検

診で私は肺浸潤と判明 し、しばらく学

校も休み、サッカ ーとも数年縁を切る

ことになるのですが、それは別として、

私にとって 、 この試合は本当に思い出

に残るそして充実感をも って思い出せ

るー戦でした。

あらためて 、 当時の同輩、 後翡そ し

てわざわざ観戦に来られた諸先翡に御

礼申 し上げます。

［森茂充］




